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編集後記 取得されたようですが，現在の“内点法"は数多くの研

カーマーカ一氏に端を発する新解法の研究もようやく 究者の手によってカーマーカ一氏の開発した解法のはる

落ちつきをみせはじめてきたようです.勉強嫌いの筆者 か先を進んでいるのは特集に見られるとおりです.こう

としては，ヵーマーカ一氏の論文の発表直後に本誌に載 いった研究を踏まえて開発されたソフトウエアは特許を

った当学会話j副会長の万根先生による解説記事で満足し 侵害することになるのでしょうか.もしそうだとすると

てしまいました.さらに 2 年前の特集「線形計画法の 自由な研究を束縛することにつながらないでしょうか.

最近の発展j を見てフムフムと思い，論文をフォローす 研究成果が特許になることが決してない者のヒガミをー

るのは大変なのでパスを決め込んでサボっていました. 言.

そこで線形計画の新潮流J である“内点法"がその さて， “内点法"は何もよその国起源、のものばかりで

枠組みを超えはじめた現時点で，この新解法の「今後の はないのは今井先生の論文にあるとおりです，伊理先生

行く末J を占ってみて，ついでに勉強不足も解消してし の開発になる「乗法的罰金関数法J も今井先生を中心と

まおうという一石二鳥の企画です. そこで， 本特集は して，集中的に研究されているのは大変喜ばしいことで

“内点法"の最前線を紹介しています. 内容が少しハー す.多変数複素関数論の岡潔先生はよく「日本人は日本

ドと思われる方には，まず刀根先生の解説記事「カーマ の情緒にあった数学をやらなければいけな L 、 J と言われ

ーカ一法をめぐって J (f数学セミナー J 1989年 1 月号) ましたが，これなどはまさにそうでしょうか.

をお読みくださることをおすすめいたします平林隆一)

カーマーカー氏は開発した解法に対して米国で特許を
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